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 小田会長、吉本・濱本副会長、河村専務理事、弘山・萬・林・加藤・藤本・今村

常任理事、沖中・香田・中村・清水・原・舩津理事、山本・武内・藤野監事 

 

議決事項 

１ 山口県医師会費の減免について 

 減免申請 113 件について協議を行い、申請全件を承認、議決した。 

 

協議事項 

１ 第 138 回日本医師会臨時代議員会における質問について 

 中国四国医師会連合担当県より標記代議員会への質問の提出依頼があり、提出す

ることが決定した。質問内容については、次回理事会において協議。 

 

２ 山口県医師会役員等立候補・推薦届状況について 

 本会役員等の立候補締切が5月4日であったことから、立候補状況が報告された。 

 

３ 山口県医師会代議員及び予備代議員について 

 郡市医師会長より、定款第 16 条並びに定款施行規則第 5 条の規定に基づく本会

代議員及び予備代議員の選出がされ、選出状況の報告を行った。任期は、平成 28

年 5月 1 日から 2年間。 

 

４ 母体保護法による指定医師の申請について 

 光市の梅田病院より 1 名の母体保護法指定医師の申請があった。「母体保護法指

定医師審査委員会」は、本会会長より諮問を受け審査にあたり、指定医師として承

認する旨の審査結果を答申し、承認された。 

 

５ 母体保護法認定研修機関の定期報告について 

  8 医療機関の実績報告を審議し、引き続き認定することに決定した。 

 

６ 「山口県死因究明等推進協議会」の設置について 

 死因究明等の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るための必要な

措置を定めた「死因究明等推進計画」（平成 26年 6月閣議決定）に基づき、県が設

置を進めている協議会への参画及び委員の推薦について協議し、①県医師会として

協議会に参画する。②委員に警察医会担当理事を推薦する。以上 2点が了承された。 

 

７ 山口県健康福祉部との懇話会の議題について 

 本会からは、地域医療構想（素案）、看護師の県外流出問題、受動喫煙防止対策

の強化についての 3題を議題として提出することが決定した。 



８ 資金運営について 

 外国債で運用し、期限前早期償還された資金に関して、今後の運用方針について

の協議を行った。 

 

９ 平成 28年熊本地震への対応について（情報提供） 

 山口県知事（全国知事会経由）からの派遣要請により、4 月 21 日以降、熊本県

へ派遣していた「JMAT やまぐち」（3 チーム）の活動内容等が報告された。医療ニ

ーズが徐々に減少する中、JMAT として 5 月派遣の登録をしていた 2 チームについ

ては、日本医師会に確認し、当面、派遣しないことが報告された。 

 

人事事項 

１ 社保国保審査委員連絡委員会の委員について 

 委員（国保）の退任に伴う連絡委員 1名の交代について諮り、承認された。 

 

２ 禁煙推進委員会の委員について 

 周南市健康増進課の磯崎惠理子 氏の辞任に伴い、宇部市保健センターの加生明

美 氏の就任が決定した。 

 

３ 山口県社会福祉審議会児童福祉専門分科会の委員について 

 教育・保育施設等における子どもの重大事故の再発防止のため、山口県では、標

記専門分科会の「保育所部会」において、専門的な視点での検証が行えるように臨

時委員を選任することとなった。山口県健康福祉部長より、候補者推薦依頼があり、

濱本副会長を推薦することが決定した。 

 

報告事項 

１ 都道府県広報担当理事連絡協議会（4月 21 日） 

 電通総研メディアイノベーションラボ統括責任者・メディアイノベーション研究

部部長の奥 律哉 氏の「スマホファーストな若者たち～世代別に見たコミュニケー

ション行動の変化～」の講演後、日本医師会の広報活動の報告、広報委員会審議報

告及び質疑応答が行われた。（今村） 

 

２ 医事案件調査専門委員会（4月 21 日）  

 病院 2 件、診療所 2件の事案について審議を行った。（林） 

 

３ 胃内視鏡検診研修会事前打合せ（4月 21 日） 

 「がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針」が本年 2月に改正され、

本年 4月から胃がん検診に新たに胃内視鏡検診が加わったことを受け、県医療政策

課から「山口県がん検診従事者研修事業（胃内視鏡検診研修会）」の概要説明を受

けるとともに、研修会の日程、研修時間の配分、研修内容について協議したことが

報告された。（藤本） 



４ 山口県毒物劇物危害防止対策協議会（4月 22 日） 

 毒物劇物事故の発生状況、平成 27年度毒物劇物危害防止運動実施結果、平成 28

年度各構成機関の実施計画等について協議を行った。（林） 

 

５ 山口県精神科病院協会定期総会（4月 22 日） 

 来賓として祝辞を述べた。（小田） 

 

６ 部落解放同盟山口県連合会第 65回定期大会（4月 24 日） 

 来賓として出席した。（事務局次長） 

 

７ 山口県介護保険関係団体連絡協議会役員会・総会（4月 25 日） 

 平成 27 年度事業報告・決算、平成 28年度事業計画・予算及び山口県介護保険研

究大会について協議が行われた。（事務局次長） 

 

８ 中国地方社会保険医療協議会山口部会(4月 27 日） 

 医科では、新規 7件（新規 3 件、交代 3件、組織変更 1件）が承認された。 

（小田） 

 

９ 山口県弁護士会新役員披露パーティー（4月 28 日） 

 来賓として祝辞を述べた。（小田） 

 

10 日本医師会第 19回財務委員会（5月 6日） 

 平成 27 年度日本医師会決算について審議を行った。（吉本） 

 

11 中国四国医師会連合常任委員会（5月 8日） 

 日本医師会役員等の候補者の推薦、平成 28 年熊本地震に対する支援について協

議を行った。（小田、河村） 

 

12 社会保険診療報酬支払基金山口支部幹事会（5月 11 日） 

 平成 28 年熊本地震への対応、第 14次審査情報提供（医科）の追加等について報

告が行われた。（小田） 

 

13 地域医療介護総合確保基金（医療分）にかかる都道府県別ヒアリング 

（5月 11 日） 

  「地域医療構想達成に向けた医療機能分化や連携、在宅医療推進、医療従事者

の確保を進める上での課題」、「28年度に要望している主要な事業に係る詳細」等 4

項目について厚生労働省のヒアリングが行われ、熊本地震の影響で作業が遅れてい

るが、国からの内示が 6～7月になることが報告された。（弘山） 

 

 



14 広報委員会（5月 12 日） 

 会報主要記事掲載予定（6～8月号）、新コーナーのテーマ、緑陰随筆、県民公開

講座及びフォトコンテスト、tys「スパ特」のテーマ等について協議を行った。 

（今村） 

 

15 会員の入退会異動 

 入会 31 件、退会 34 件、異動 44 件。（5 月 1 日現在会員数：1 号 1,300 名、2 号

870 名、3号 397 名、合計 2,567 名） 

 

 

医師国保理事会 第２回 

１ 保険料減額免除について 

 内規第1条による5名の減額及び第2条による177名の免除について協議を行い、

全件を承認した。 

 

２ 組合会議員について 

 郡市医師会長より、規約第 31 条並びに選挙規程第 2 条の規定に基づく組合会議

員が選出され、選出状況の報告を行った。任期は、平成 28年 5月 1日から 2 年間。 

 


